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四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第１四半期累計期間
第29期

第１四半期累計期間
第28期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 183,595 190,026 835,377

経常利益又は経常損失（△） (千円) 8,707 △15,880 27,110

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) 8,084 △16,504 20,907

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,240,721 1,240,721 1,240,721

発行済株式総数 (株) 5,692,800 5,692,800 5,692,800

純資産額 (千円) 1,254,672 1,250,944 1,267,448

総資産額 (千円) 1,352,146 1,386,575 1,393,747

１株当たり四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

(円) 1.42 △2.90 3.67

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 92.8 90.2 90.9

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間における世界経済は、アメリカと中国との貿易摩擦がさらに激しくなる一方で、イランを

中心とする中東情勢の緊迫化により不安定感が一層増しております。

我が国の製造業でもこれらの影響を受け、化学や鉄鋼を中心に景況感が大幅に下押しされております。

このような状況下、当社は、前年に引き続いて事業方針「高精度・高機能に特化した樹脂製品の提供」及び「対

処すべき課題」の具体的施策として、「当社の強みを活かした営業力の強化」、「顧客提案力の向上と開発効率の

向上」、「生産力の強化と人材育成」を推進しております。

ナノ／マイクロ・テクノロジー関連分野では、映像機器分野は、デジタルカメラ市場において、レンズ交換式の

出荷台数が下落傾向にあった昨年よりさらに約３割程度落ち込み、当社も苦戦しております。その反面、当社の強

みを生かした営業力の強化に取り組んだ結果として、ＯＡ機器分野や産業機器分野での新規案件も引き続き順調に

増加しており、映像機器分野の落ち込みをカバーできました。

パルスインジェクター®（以下、ＰＩＪという）は、大学研究室および各企業の研究・開発部門からの問い合わせ

が展示会などを通じて増加しております。引き続き、研究開発を支えるツールとして多分野への展開を推進いたし

ます。

マクロ・テクノロジー関連分野につきましては、樹脂複合材料の売上が増加しましたが、樹脂成形品においては、

原材料費の高騰も相まって、依然として、大変厳しい利益率となっている状況が続いております。

高耐熱性・高熱伝導体・低温硬化等の固形封止材「エポクラスター®クーリエ」をはじめとする固形封止材につき

ましては、引続き半導体デバイスメーカーや産業機器メーカー等へサンプル供給しながら事業を展開・推進してお

り、レジャー関連分野では、量産が順調に進んでおります。

なお、マイクロ・テクノロジー関連分野の拡大に伴い、関東工場における生産体制を強化しており、それに伴い、

製造費用が増加しております。そのため、前年同期に比して、売上総利益が74百万円から54百万円と減少しており

ます。

以上の結果、当第１四半期の売上高は190百万円（前年同期比3.5％増）、営業損失は16百万円（前年同期は営業

利益７百万円）、経常損失は15百万円（前年同期は経常利益８百万円）、四半期純損失は、16百万円（前年同期は

四半期純利益８百万円）となりました。

当第１四半期セグメントの業績は次のとおりであります。

①ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業

ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業につきましては、機能性樹脂複合材料及び機能性精密成形品並びにＰＩ

Ｊ関連製品の当第１四半期累計期間の売上高は141百万円（前年同期比5.4％増）、セグメント利益は47百万円（前

年同期比26.0％減）となりました。

②マクロ・テクノロジー関連事業

マクロ・テクノロジー関連事業につきましては、機能性樹脂複合材料、樹脂成形碍子及び金型・部品の当第１四

半期累計期間の売上高は47百万円（前年同期比1.5％増）、セグメント利益は６百万円（前年同期比30.4％減）とな

りました。

③その他事業
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その他の事業につきましては、医療薬品容器の異物検査事業などにより、当第１四半期累計期間の売上高は０百

万円（前年同期比66.3％減）、セグメント利益は０百万円（前年同期比83.0％減）となりました。

(2) 財務状態の分析

財政状態につきましては、総資産は1,386百万円となり、2019年３月期末に比して７百万円減少しました。これは

主に現金及び預金の減少27百万円と商品及び製品の増加13百万円によるものであります。

　負債は、135百万円となり、2019年３月期末に比して９百万円増加いたしました。これは主に、買掛金が９百万円

増加したことによるものであります。

　純資産は、1,250百万円となり、2019年３月期末に比して16百万円減少いたしました。これは主に、四半期純損失

の計上により利益剰余金が減少したためであります。

　また、自己資本比率は、2019年３月期末に比して0.7ポイント減少して90.2％となりました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は８百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5) 主要な設備

当第１四半期累計期間において重要な設備の取得、除却、売却などはありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 5,692,800 5,692,800
東京証券取引所
JASDAQ(グロース)

単元株式数100株

計 5,692,800 5,692,800 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年４月１日～
2019年６月30日

― 5,692,800 ― 1,240,721 ― 5,927
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 100

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,692,000 56,920 ―

単元未満株式 普通株式 700 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,692,800 ― ―

総株主の議決権 ― 56,920 ―

　（注）1. 当社は、権利内容に何ら限定のない標準的な株式のみを発行しております。

2. 「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式60株が含まれております。

② 【自己株式等】

2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

クラスターテクノロジー
株式会社

大阪府東大阪市渋川町
４丁目５番28号

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2019年４月１日から2019年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、EY新日

本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 818,058 790,895

受取手形及び売掛金 ※1 122,035 ※1 124,323

商品及び製品 15,747 29,612

仕掛品 40,699 37,156

原材料及び貯蔵品 34,006 42,123

その他 1,704 1,757

流動資産合計 1,032,253 1,025,868

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 167,182 166,182

土地 160,500 160,500

その他（純額） 28,960 29,802

有形固定資産合計 356,642 356,484

無形固定資産 3,743 3,423

投資その他の資産 1,108 797

固定資産合計 361,494 360,706

資産合計 1,393,747 1,386,575

負債の部

流動負債

買掛金 40,540 49,739

未払法人税等 5,219 2,833

賞与引当金 17,467 12,232

その他 53,440 61,193

流動負債合計 116,667 125,998

固定負債

長期未払金 9,632 9,632

固定負債合計 9,632 9,632

負債合計 126,299 135,630

純資産の部

株主資本

資本金 1,240,721 1,240,721

資本剰余金 5,927 5,927

利益剰余金 20,907 4,403

自己株式 △107 △107

株主資本合計 1,267,448 1,250,944

純資産合計 1,267,448 1,250,944

負債純資産合計 1,393,747 1,386,575
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 183,595 190,026

売上原価 109,067 135,976

売上総利益 74,528 54,049

販売費及び一般管理費 66,590 70,617

営業利益又は営業損失（△） 7,938 △16,567

営業外収益

受取利息 312 232

売電収入 636 555

その他 102 150

営業外収益合計 1,052 937

営業外費用

売電原価 283 250

営業外費用合計 283 250

経常利益又は経常損失（△） 8,707 △15,880

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 8,707 △15,880

法人税、住民税及び事業税 623 623

法人税等合計 623 623

四半期純利益又は四半期純損失（△） 8,084 △16,504
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　※１ 四半期会計期間末日満期手形の会計処理

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理を行っております。

なお、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半

期会計期間末残高に含まれております。

前事業年度
(2019年３月31日)

第１四半期会計期間
(2019年６月30日)

受取手形 944千円 663千円

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 3,116千円 4,545千円

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３.株主資本の著しい変動

　当社は、2018年５月25日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款の定めによ

り、資本準備金の額の減少及び剰余金の処分について決議し、同日付で資本準備金のうち1,388,054千円をその

他資本剰余金に振り替えた後、その他資本剰余金1,388,054千円を繰越利益剰余金の欠損填補に充当いたしまし

た。

　この結果、資本剰余金が1,388,054千円減少し、利益剰余金が1,388,054千円増加しております。

当第１四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他事業

(注)１
合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

ナノ／
マイクロ・
テクノロ
ジー事業

マクロ・
テクノロ
ジー事業

計

売上高

外部顧客への売上高 134,586 46,609 181,195 2,399 183,595 ― 183,595

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 134,586 46,609 181,195 2,399 183,595 ― 183,595

セグメント利益 64,219 9,051 73,270 1,258 74,528 ― 74,528

(注) １.「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療薬品容器の異物検査事

業などを含んでおります。

２. セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他事業

(注)１
合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

ナノ／
マイクロ・
テクノロ
ジー事業

マクロ・
テクノロ
ジー事業

計

売上高

外部顧客への売上高 141,917 47,300 189,217 809 190,026 ― 190,026

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 141,917 47,300 189,217 809 190,026 ― 190,026

セグメント利益 47,532 6,303 53,835 213 54,049 ― 54,049

(注) １.「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療薬品容器の異物検査事

業などを含んでおります。

２. セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失（△） 1円42銭 △2円90銭

（算定上の基礎）

四半期純利益又は四半期純損失（△）(千円) 8,084 △16,504

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）
(千円)

8,084 △16,504

普通株式の期中平均株式数(株) 5,692,732 5,692,640

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

２０１９年８月９日

クラスターテクノロジー株式会社

取 締 役 会 御中

EY新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山 本 秀 男 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 谷 間 薫 印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクラスター

テクノロジー株式会社の２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日までの第２９期事業年度の第１四半期会計期間

（２０１９年４月１日から２０１９年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（２０１９年４月１日から２０１９年

６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、クラスターテクノロジー株式会社の２０１９年６月３０日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 2019年８月９日

【会社名】 クラスターテクノロジー株式会社

【英訳名】 ＣＬＵＳＴＥＲ ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ ＣＯ.，ＬＴＤ.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 安達 良紀

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 大阪府東大阪市渋川町四丁目５番28号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長 安達 良紀 は、当社の第29期第１四半期（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）の四

半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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